



























 看護管理者 445 名に質問紙を郵送し 286 名（64.3％）から回答を得、有効回答は 284 で
あった。看護部長・副部長 5 名（1.7％）、看護師長 84 名（29.6％）、副師長等 108 名（38.0％）、
未回答 51 名（17.9％）であった。職位未回答者も設問への回答に欠損値があるものが無
かったため、分析の対象とした。  
 『看護管理者のサーバントリーダーシップ尺度』36 項目の内的整合性を示す Cronbach’ 
α は 0.92 であった。最尤法、プロマックス回転により 9 因子が抽出されたが、因子の共




と命名した。それぞれの因子は『信頼と成長のコミュニティづくり』8 項目  Cronbach’ α0.83、
『ミッションと使命感』は 6 項目  Cronbach’ α0.79、『権力に拠らないスタッフへの支援』
は 6 項目  Cronbach’ α0.72『共感』3 項目  Cronbach’ α0.75、『ビジョンの概念化』3 項目  
Cronbach’ α0.71、『傾聴』2 項目  Cronbach’ α0.71、『癒し』2 項目  Cronbach’ α0.42 で構成
された。  
また、7 因子の中で看護実践環境を測定する『PES-NWI 日本語版』の下位尺度全てとの
有意な相関（ r=0.13～0.42）が認められたのは 5 因子であり、『信頼と成長のコミュニティ
づくり』は r=0.21～0.42 の相関が認められた。  
【考察】  
 『看護管理者のサーバントリーダーシップ尺度』は 7 つの因子 30 項目で構成され、信
頼性、妥当性が概ね検証された。  
